


　
平
成
19
年
4
月
の
町
議
会
議
員
選
挙

で
16
人
の
議
員
中
9
人
の
新
人
議
員
が

誕
生
し
ま
し
た
。
町
内
在
住
の
三
神
廣

俊
山
梨
学
院
大
学
教
授
の
ご
協
力
に
よ
り
、

議
会
改
革
の
第
一
人
者
で
あ
る
江
藤
俊

昭
法
学
部
教
授
を
招
い
て
、
新
人
議
員

研
修
会
を
5
月
に
開
催
し
た
こ
と
と
、

山
梨
学
院
大
学
が
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
地
域

と
の
連
携
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と

が
重
な
り
、
小
さ
な
町
な
が
ら
地
方
自

治
の
現
場
で
あ
る
昭
和
町
議
会
と
大
学

が
提
携
し
て
、
大
学
教
授
の
専
門
的
知

識
と
、
若
い
感
性
を
持
っ
た
学
生
を
巻

き
込
ん
で
の
議
会
改
革
、
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
そ
う
と
い
う
、
全
国
初
の
試
み

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
5
月
、
山
梨
学
院
大
学

に
お
い
て
、
同
大
学
ロ
ー
カ
ル
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
と
昭
和
町

議
会
が
提
携
し
、
「
地
方
分
権
時
代

の
議
会
の
あ
り
方
を
調
査
、
研
究
し
、

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
構
築
を

め
ざ
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
定

書
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
提
携
の
期
間
】

　
単
年
度
契
約
で
す
が
、
町
議
会
の

要
請
に
よ
り
随
時
更
新
で
き
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
も
引
き

続
き
提
携
し
ま
す
。

【
連
携
の
組
織
】

　
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
昭
和
町

議
会
は
正
副
議
長
と
事
務
局
長
、
大

学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
セ
ン
タ
ー
長
、

事
務
局
長
、
教
授
、
研
究
員
な
ど
約

10
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

浅川議長

協定調印式

昭和町の議会改革が紹介された全国誌
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テ
ー
マ
別
に
教
授
を
囲
ん
で

研
修
会
を
開
く

山梨学院大学ローカルガバナンス研究センターの教授陣を囲んで、7回にわたり研
修を行いました。一方通行の講義ではなく、相互に課題を持ち寄り、そのテーマを
解明するような実践的研修を行い、全議員が参加しました。

6月「地方自治の法制度」（三好教授）
　地方議会をめぐる法制度の問題点を確認、
議会の現状と課題を学び意見交換。
7月「地方分権の動向と議会の役割」
（江藤教授）
　住民に開かれた議会、住民の参加意識
を促進、議員同士の討議と議決を重視し、
政策を考え決定できる議員の資質向上に
ついて意見交換。
9月「地方自治と自治会・町内会」
（日高教授）
　地方自治と自治会、町内会の抱えてい
る課題、これからの方向について意見交換。
10月「地域福祉政策」（竹端准教授）
　これから求められる地域福祉政策。
例えば（広辞苑によると）福祉＝幸福、
あるべき姿－現実＝問題など、将来の自

分が受けたい福祉はどういうものか、限
られた財源の中で、あれもやれ、これも
やれは無理で、あれかこれかの選択は地
域で決めるものです。
12月「行政改革と議会の役割」
（江藤教授）
　行政改革を先導する北海道栗山町議会
など、先進自治体の事例を学びました。

1月「自治体計画と地方議会」（江藤教授）
　基本計画・総合計画・実施計画を作成
するに当たり、議会のかかわり方につい
て全国の事例を学びました。
2月「健全化法と地方財政」（外川教授）
　昭和町の標準財政規模は約54億円余、
実質公債費比率は8.8％などの算定方式を
学び、現実の再認識をしました。

平成20年

平成21年
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平
成
20
年
9
月
に
連
絡
協
議
会
、

11
月
に
全
国
初
の
学
生
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
質
問
者
は
法
学
部

政
治
行
政
学
科
6
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

学
生
17
人
、
議
長
は
昭
和
町
の
浅

川
議
長
、
1
人
の
持
ち
時
間
は
6

〜
7
分
と
し
、
一
問
一
答
方
式
、

当
局
の
反
問
権
も
認
め
る
方
式
で

実
施
し
ま
し
た
。

　
学
生
議
会
の
一
般
質
問
は
満
席

と
な
っ
た
ほ
か
、
別
室
に
も
広
域

の
議
員
、
大
学
教
授
、
職
員
、
学

生
な
ど
あ
わ
せ
て
1
0
0
人
近
く

の
傍
聴
が
あ
り
ま
し
た
。

　
江
藤
教
授
は
「
学
生
議
会
は
全

国
で
も
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
反
問
権
を
認
め
た
こ
と
で
議

論
が
活
発
に
な
っ
た
。
議
員
が
一

方
的
に
質
問
す
る
慣
例
的
な
方
法

も
改
革
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

浅
川
議
長
も
「
今
後
議
員
間
で
話

し
合
い
、
導
入
を
検
討
し
た
い
」

と
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

検
討
の
結
果
、
平
成
21
年
3
月
議

会
か
ら
昭
和
町
議
会
で
は
、
傍
聴

人
に
わ
か
り
や
す
い
一
問
一
答
方

式
へ
移
行
し
ま
し
た
。

【
傍
聴
者
の
感
想
】

・
学
生
の
意
見
は
理
想
ば
か
り
で

実
現
は
難
し
い
と
思
う
が
、
少
し

で
も
良
い
意
見
は
取
り
入
れ
て
ほ

し
い
。

・
安
心
し
て
住
め
る
防
犯
対
策
を

進
め
て
ほ
し
い
。

・
一
問
一
答
は
新
鮮
な
感
じ
で
分

か
り
や
す
か
っ
た
。

・
反
問
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
が
、

活
性
化
し
て
い
く
と
感
じ
た
。

【
行
政
当
局
の
感
想
】

・
学
生
の
質
問
は
、
質
問
と
提
言

が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
よ
か
っ
た
。

・
昭
和
町
議
会
は
、
委
員
会
質
疑

が
充
実
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

公
表
す
る
な
ど
の
方
法
も
検
討
す

れ
ば
よ
い
。

・
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
行
政
運
営

の
参
考
に
し
た
い
。

【
学
生
議
員
の
感
想
】

・
雨
水
浸
透
桝
の
提
言
に
対
し
て

前
向
き
な
答
弁
で
嬉
し
か
っ
た
。

・
反
問
な
し
は
良
い
質
問
だ
っ
た

と
解
釈
し
た
。

・
議
会
の
重
要
性
が
理
解
で
き
た
。

・
行
政
か
ら
の
真
剣
な
答
弁
に
感

銘
し
た
。

・
達
成
感
が
あ
り
、
自
己
成
長
で

き
た
と
思
う
。
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■
昭
和
町
議
会
の
方
向
は
？

　
議
会
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
の
1
つ

と
し
て
議
会
事
務
局
の
強
化
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
議
会
が
大

学
を
利
用
し
な
が
ら
政
策
提
案
型

の
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と

は
大
事
で
す
。

■
議
員
研
修
の
内
容
は
？

　
実
践
的
な
研
修
を
し
て
き
ま
し

た
。
こ
ち
ら
か
ら
の
一
方
通
行
で

は
な
く
、
議
会
側
か
ら
も
課
題
を

出
し
て
も
ら
い
、
双
方
向
で
議
論

を
し
、
解
決
の
方
向
性
を
探
っ
て

い
ま
す
。

■
将
来
、
学
生
の
中
か
ら
も
議
員

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
と
か
？

　
そ
う
で
す
。
法
学
部
に
政
治
行

政
学
科
を
作
る
と
き
、
自
治
の
担

い
手
と
し
て
公
務
員
と
地
方
議
員

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
地
域
を
担

っ
て
い
く
人
た
ち
を
少
し
で
も
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
協
定
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　
大
学
と
議
会
が
連
携
し
、
議
会

改
革
を
進
め
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に

し
て
い
き
た
い
。

　
学
生
か
ら
「
閉
会
中
の
議
員
は

何
を
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質

問
が
出
て
い
た
が
、
議
員
の
活
動

が
分
か
ら
な
い
と
、
な
か
な
か
理

解
さ
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
学
生
の
目
線
で
「
今
の
議
会
は

変
だ
よ
」
と
い
う
声
が
出
て
も
い

い
。
た
と
え
ば
一
括
質
問
で
は
傍

聴
し
て
い
て
も
分
か
り
に
く
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
議
会
で
は

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、

視
点
を
変
え
れ
ば
そ
う
で
も
な
い

こ
と
に
気
付
く
機
会
に
も
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
町

議
会
は
、
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
執
行
機
関

と
切
瑳
琢
磨
で
き
る
よ
う
な
議
会

に
向
け
て
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

1
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
回
数
が
増
え
、
情
報
公

開
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

議
会
の
う
ご
き
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
、
議
員
研
修
・
委
員
会
研
修
、

住
民
の
意
見
を
聞
く
機
会
が
増
え
、

議
員
の
意
識
改
革
も
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。

3
、
区
長
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
、
ま
た
、
住
民
と
の
井
戸

端
会
議
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

4
、
委
員
会
は
教
室
型
か
ら
円

卓
型
に
変
え
、
討
論
し
や
す
い

よ
う
に
改
善
し
ま
し
た
。

5
、
議
会
初
日
に
は
全
員
で
町

民
憲
章
を
朗
読
、
議
案
が
町
民

憲
章
の
目
指
す
も
の
か
。
自
問

自
答
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

6
、
一
般
質
問
方
法
を
、
傍
聴

者
に
わ
か
り
や
す
い
一
問
一
答

方
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　
学
ぶ
・
行
動
す
る
・
改
革
変

革
す
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

江藤俊昭 氏

第29次地方制度調査会委員
山梨学院大学法学部教授

満員の傍聴席（学生議会）

http://www.town.showa.yamanashi.jp/

お
読
み
い
た
だ
い
て
、
意
見
・
感
想
・
要
望
を

ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。



町民1人あたり　13万4千円
●平成21年度末基金残高（預金）は？ 22億4,914万円

町民1人あたり　42万8千円
●平成21年度末の町債残高（借金）は？ 72億322万円

●自主財源比率は？ 69.68％

●当初予算総額は？ 104億216万円

※人口3/1現在　1万6,795人）

一般会計+特別会計

一般会計　　8億7,100万円
下水道会計　3億7,330万円

●今年度の町債（借金）は？ 12億4,430万円

平成
21年度

一般会計

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
「
福
祉
・

子
育
て
支
援
・
教
育
」
の
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
新

た
に
「
町
政
運
営
3
つ
の
柱
」
を

基
本
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

☆
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
財
源

　
確
保

・
企
業
と
の
懇
談
会
設
置

・
商
工
業
担
当
職
員
増
強

☆
農
業
振
興
と
緑
地
保
全

・
農
地
の
受
委
託
促
進

・
後
継
者
の
確
保

・
農
産
物
直
売
所
設
置

☆
ま
ち
の
あ
る
べ
き
姿
を
実
現

　
す
る
た
め
の
改
革

・
町
民
代
表
に
よ
る
第
三
次
行
財

政
改
革
審
議
会
を
設
置
し
、
町
民

参
加
の
も
と
に
町
の
将
来
像
を
検

討・
安
心
安
全
の
推
進

・
住
民
と
協
働

・
子
育
て
支
援

・
緑
化
・
道
路
・
河
川
の
補
修
・

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
増

　
員

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
増
員
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
マ
ッ
プ

・
高
齢
者
・
障
害
者
対
策
、
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
な
ど
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（要旨）

町営住宅南棟第2期建設工事（3月末撮影）



【歳　入】
（財　源）

69億8千万円

【歳　出】
（使いみち）

69億8千万円
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平
成
20
年
3
月
定
例
町
議
会
は
、

3
月
9
日
か
ら
23
日
ま
で
15
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会

で
は
、
前
年
度
よ
り
8
・
3
％
減
の

総
額
1
0
4
億
円
余
と
な
っ
た
平
成

21
年
度
予
算
を
は
じ
め
と
し
て
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始
の
た
め

の
条
例
制
定
・
改
正
6
件
の
ほ
か
、

20
年
度
の
補
正
予
算
な
ど
合
計
29
議

案
を
審
議
と
選
挙
管
理
委
員
の
指
名

推
選
を
行
い
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

・町税
39億2,741万円

（56.3％）

・町債（借入金）
8億7,100万円
（12.5％）

・国庫支出金
6億4,762万円

（9.3％）

・県支出金
3億1,466万円

（4.5％）

・地方消費税交付金
1億7,000万円

（2.4％）

・分担金・負担金
1億6,759万円

（2.4％） ・その他
2億4,172万円

（3.5％）

・基金からの繰入金
6億4,000万円

（9.2％）

・土木費
21億9,396万円

（31.4％）

・民生費
17億15万円
（24.4％）

・総務費
8億6,400万円
（12.4％）

・教育費
7億5,727万円
（10.8％）

・衛生費
5億4,327万円

（7.8％）

・公債費（借金返済）
4億7,764万円
（6.8％）

・議会費
8,287万円
（1.2％）

・農林水産業費
5,543万円
（0.8％）

・商工費
1,943万円
（0.3％）

・その他
2億8,598万円

（4.1％）

一
般
会
計
予
算
の
な
か
み

一般会計《おもな事業のなかみ》
8億3,250万円

3億2,500万円

2億8,125万円

4,786万円

2,000万円

4億2,490万円

（町負担・関連工事等）

（南棟2期建設工事）

（総合公園施設整備7.9ha）

（難聴地域解消）

（西条・インター線の調査設計）

常永土地区画整理事業（継続）

町営住宅建て替え工事（継続）

押原公園整備工事（継続）

防災無線デジタル化工事（継続）

都市計画道路（新規）

下水道事業への繰り出し（継続）

平
成
21
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

国民健康保険

老人保健

後期高齢者医療

介護保険

介護サービス

下水道事業

渇水対策事業

△10.8％

2.6％

△77.2％

△6.9％

4.9％

3.1％

△6.8％

0.0％

賛成14、反対1

全員賛成

全員賛成

全員賛成

賛成14、反対1

全員賛成

全員賛成

全員賛成

一　般　会　計

特
　
別
　
会
　
計

会　計　名

合　　計

69億8,000万円

14億7,540万円

1,710万円

9,870万円

5億7,305万円

1,139万円

12億4,100万円

551万円

104億216万円 △8.3％

予　算　額 前年度比 採決の状況



〈
政
務
調
査
費
〉

遠
藤
辰
男
議
員
　
景
気
落
ち
込
み

の
中
で
、
議
会
の
政
務
調
査
費
を

な
く
し
、
調
査
研
究
費
は
自
分
た

ち
で
負
担
す
べ
き
だ
と
思
う
。

▼
賛
成
意
見

・
町
税
等
の
減
収
に
対
応
し
て
政

務
調
査
費
も
減
ら
し
、
調
査
研
究

費
は
自
ら
工
面
し
て
経
費
節
減
に

努
め
た
い
。

▼
反
対
意
見

・
議
員
活
動
に
は
必
要
な
経
費
で

あ
る
。
景
気
が
回
復
し
た
ら
使
え

る
よ
う
時
限
立
法
に
す
る
か
、
予

算
額
だ
け
は
残
し
て
お
く
べ
き
だ

と
思
う
。

▼
結
果

　
こ
の
件
は
、
総
務
常
任
委
員
会

で
も
協
議
を
行
い
、
年
額
12
万
円

か
ら
6
万
円
に
す
る
こ
と
で
本
会

議
で
賛
成
12
・
反
対
3
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

※
議
員
定
数
問
題
は
今
後
継
続
し

て
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
上
水
道
加
入
促
進
〉

遠
藤
辰
男
議
員
　
常
永
地
区
の
地

下
水
の
公
害
検
査
を
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

深
澤
平
助
議
員
　
浅
井
戸
か
ら
ト

リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
・
テ
ト
ラ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
よ
う
な
有
害
物

質
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

環
境
経
済
課
長
　
基
準
を
超
え
て

検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後

と
も
監
視
が
必
要
で
す
。

区
画
整
理
課
長
　
常
永
土
地
区
画

整
理
事
業
の
4
号
調
整
池
建
設
に

伴
い
、
井
戸
水
が
涸
れ
る
な
ど
周

辺
井
戸
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

浅
川
武
男
議
長
　
井
戸
水
を
飲
用

に
使
っ
て
い
る
家
庭
に
対
し
、
上

水
道
へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す

か
。

区
画
整
理
課
長
　
影
響
の
出
て
い

る
家
庭
に
は
上
水
道
へ
の
切
り
替

え
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

〈
臨
時
職
員
の
給
与
〉

深
澤
平
助
議
員
　
近
隣
町
村
よ
り

低
け
れ
ば
前
向
き
に
検
討
す
る
と

い
う
答
弁
か
ら
半
年
経
過
し
た
が

ど
う
な
り
ま
し
た
か
。
人
件
費
は

義
務
的
経
費
で
あ
り
、
臨
時
職
員

に
は
組
合
も
な
い
の
だ
か
ら
、
他

市
町
村
と
同
等
く
ら
い
に
は
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

総
務
課
長
　
社
会
状
況
が
変
わ
り

ま
し
た
。
今
年
6
月
ご
ろ
に
な
れ

ば
財
源
の
状
況
も
見
え
て
く
る
の

で
そ
の
時
点
で
検
討
し
ま
す
。

〈
町
有
地
の
借
地
料
〉

福
島
正
明
議
員
　
町
が
借
り
る
土

地
代
は
高
く
、
町
が
住
民
に
貸
す

土
地
代
は
低
く
な
い
で
す
か
。
見

直
し
て
は
。

企
画
財
政
課
長
　
町
が
借
り
て
い

る
公
共
施
設
な
ど
の
土
地
代
は
22

年
3
月
に
契
約
が
切
れ
る
の
で
、

21
年
度
中
に
不
動
産
鑑
定
を
参
考

に
見
直
し
、
地
権
者
と
交
渉
し
て

い
き
ま
す
。

〈
定
額
給
付
金
〉

志
村
茂
議
員
　
給
付
時
期
に
合
わ

せ
、
町
と
商
工
関
係
団
体
と
共
同

で
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発

行
し
、
町
の
経
済
効
果
に
つ
な
が

る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ま
し
た
か
。

総
務
課
長
　
昭
和
町
は
商
業
地
域

が
他
市
町
村
と
は
異
な
り
、
県
民

の
10
％
強
が
町
内
で
買
物
を
し
て

い
ま
す
。
町
の
人
口
は
県
民
の
2

％
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
約
8
％
、

人
口
規
模
で
7
万
人
の
消
費
人
口

が
年
間
を
通
じ
て
昭
和
町
で
買
物

を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
商
品
券
の
発
行
計
画
市
町
村
は

消
費
拡
大
だ
け
で
な
く
、
商
業
振

興
が
目
的
で
す
が
、
昭
和
町
の
商

業
環
境
で
は
、
期
待
す
る
ほ
ど
の

費
用
対
効
果
は
得
ら
れ
ず
、
町
内

限
定
の
商
品
券
を
発
行
す
る
意
味

は
多
市
町
村
に
比
べ
る
と
極
め
て

低
い
と
考
え
ま
す
。

常
永
土
地
区
画
整
理
の

工
事
進
ち
ょ
く
状
況
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平成21年度予算にからみ、
多くの議員からさまざまな
問題提起がありました。
その中の一部を紹介します。



〈
行
政
区
の
改
革
〉

志
村
茂
議
員
　
い
つ
ま
で
に
、
ど

の
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長
　
町
が
ど
う
い
う
形
に

な
っ
て
も
地
域
で
話
が
で
き
る
よ

う
に
、
財
源
・
権
限
を
町
か
ら
地

域
に
付
与
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
1
、
2
年
か
け
な
け

れ
ば
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
何
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
か
、

ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
か
検
討

し
て
い
る
段
階
で
す
。

〈
押
原
公
園
の
整
備
費
は
〉

山
田
　
議
員
　
21
年
度
の
整
備
計

画
と
、
整
備
費
の
総
額
は
。

都
市
整
備
課
長
　
主
な
工
事
は
土

木
・
園
路
、
広
場
工
事
（
遊
具
・

ビ
オ
ト
ー
プ
設
置
）
な
ど
で
す
。

　
遊
具
は
健
康
遊
具
、
コ
ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ン
遊
具
、
あ
ず
ま
や
な
ど

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
17
年
度
〜
21
年
度
の
予
定
総
事

業
費
は
37
億
5
8
0
0
万
円
で
す

が
、
見
直
し
後
の
事
業
費
は
36
億

9
0
0
0
万
円
の
支
出
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
補
助
金
は

14
億
6
5
9
9
万
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

〈
介
護
保
険
条
例
の
改
正
〉

深
澤
平
助
議
員
　
介
護
保
険
料
は

当
初
か
ら
見
る
と
1
5
4
％
上
が

っ
て
い
ま
す
。
給
付
費
の
増
加
が

原
因
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
国
庫

補
助
の
増
額
を
求
め
た
り
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や
し

て
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
避
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
基
金

1
6
0
0
万
円
を
取
崩
し
て
保
険

料
に
充
当
し
、
1
人
あ
た
り

1
5
0
円
ほ
ど
は
下
が
り
ま
す
。

基
準
月
額
は
3
8
4
0
円
と
な
り

ま
す
。

河
田
あ
け
み
議
員
　
値
上
げ
は
誰

し
も
賛
成
で
は
な
い
が
、
利
用
者

が
多
く
な
れ
ば
多
少
の
負
担
増
は

や
む
を
得
な
い
と
思
う
。

（
結
果
）
委
員
会
で
は
3
対
1
で

原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
学
童
保
育
の
受
け
入
れ
増
を
〉

河
田
あ
け
み
議
員
　
す
べ
て
の
要

望
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
児
童
館
で
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
児
童
を
学
校
で
受
け
入
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

教
育
長
　
学
校
と
も
話
し
合
い
、

何
と
か
し
た
い
が
、
放
課
後
に
先

生
に
子
ど
も
を
み
て
い
た
だ
く
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

押
原
公
園

09 やまなし昭和町議会 No.141
平成21年4月27日発行

　
議
員
が
各
地
区
に
出
向
き
、
町
民
と

意
見
を
交
換
す
る
「
井
戸
端
会
議
」
を

開
き
ま
す
。

　
議
員
が
常
に
住
民
と
の
対
話
に
努
め
、

住
民
の
悩
み
と
意
見
を
聴
き
、
互
い
に

議
論
を
重
ね
て
調
査
研
究
を
行
い
、
住

み
よ
い
町
を
作
ろ
う
と
、
区
長
会
と
協

力
し
、
町
内
12
地
区
で
対
話
集
会
を
開

催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
区
長
さ
ん
と
日
程
調
整
を

行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

議会と町民の
『井戸端会議』にご参加を！
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一
般
会
計
予
算
は
賛
成
14
、
反
対
1
で
可
決

介
護
保
険
条
例
の
改
正
も
可
決

　
平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
各
委
員
長
か
ら
の
報
告
の
あ

と
、
賛
成
14
・
反
対
1
で
原
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

【
反
対
議
員
】

　
深
澤
平
助
議
員
　
介
護
保
険
会

計
に
料
金
値
上
げ
を
し
な
い
た
め

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
措
置
が

さ
れ
て
い
な
い
た
め
。

　
平
成
18
〜
20
年
度
の
介
護
保
険

料
の
月
額
基
準
は
3
4
6
0
円
で

あ
っ
た
も
の
を
、
平
成
21
〜
23
年

度
は
3
8
4
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
12
月
定
例
議
会
で
採
択
し
、
町

当
局
に
対
応
を
求
め
た
請
願
に
つ

い
て
、
町
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

父
子
家
庭
や
母
子
家
庭
を
「
ひ
と

り
親
家
庭
」
と
し
て
平
等
な
取
り

扱
い
と
す
る
よ
う
求
め
る
請
願

【
請
願
の
内
容
】

　
母
子
家
庭
の
み
へ
の
経
済
的
支

援
と
な
っ
て
い
る
児
童
扶
養
手
当

を
父
子
家
庭
に
も
交
付
で
き
な
い
か
。

・
請
願
者

　
山
梨
県
父
子
家
庭
の
会

・
紹
介
議
員
　
保
坂
明
子
議
員

【
町
当
局
か
ら
の
回
答
】

　
町
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
事
業
、
母
子
寡
婦
父
子
一

日
行
楽
事
業
、
父
子
世
帯
食
事
サ

ー
ビ
ス
事
業
、
新
生
母
子
父
子
お

よ
び
父
子
世
帯
小
中
学
校
進
学
祝

金
支
給
事
業
な
ど
、
父
子
家
庭
に

も
町
単
独
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当
は

国
の
制
度
で
あ
り
、
当
面
は
こ
れ

に
替
わ
る
福
祉
手
当
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

討　論

【
反
対
討
論
】

深
澤
平
助
議
員
　
国
庫
支
出

金
の
増
、
町
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
が
必
要
。
被
保

険
者
に
こ
れ
以
上
の
負
担
を

か
け
て
は
い
け
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

保
坂
明
子
議
員
　
国
・
県
・

町
の
負
担
割
合
は
法
律
で
決

ま
っ
て
お
り
、
町
独
自
で
法

定
外
の
繰
り
入
れ
は
で
き
な

い
仕
組
み
で
す
。
保
険
料
の

見
直
し
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
。

平成21年度予算平成21年度予算
一般会計
国民健康保険会計
老人保健会計
後期高齢者医療会計
介護保険会計
介護サービス会計
下水道会計
渇水対策会計

賛成14・反対1
全員賛成
全員賛成
全員賛成
賛成14・反対1
全員賛成
全員賛成
全員賛成

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

選
挙
管
理
委
員
を
議
会
で
選
出

　
町
の
選
挙
管
理
委
員
が
4
月
11
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
議
会
で
選
挙
を
行
い
、
指
名
推
選
に
よ
り
委
員
4
人
、

補
充
員
4
人
を
次
の
と
お
り
選
出
し
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は

4
月
12
日
か
ら
4
年
間
で
す
。

秋山　善哉
（清水新居）

やまあき よし　や

相川　　誠
（押越）

かわあい まこと

薬袋　賢治
（河西）

み な い けん　じ

公
平
委
員
3
人
の

　
　
　
　
選
任
に
同
意

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
3

人
を
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は

4
月
1
日
か
ら
4
年
間
で
す
。

石原　　昭
（再任・河西）

はらいし あきら

加賀美　稔
（再任・西条新田）

か が み みのる

秋山　一紀
（新任・押越）

あき やま かず のり

浅田　　豊

氏氏

氏氏

氏

氏 氏
（上河東二区）

あ さ だ ゆたか

（
補
充
員
）
※
優
先
順
位
（
敬
称
略
）

1
、
平
賀
　
弌
茂
（
上
河
東
）
　
2
、
森
田
　
幸
一
（
西
条
一
区
）

3
、
山
下
　
　
實
（
河
東
中
島
）
4
、
伊
藤
　
　
浩
（
紙
漉
阿
原
）
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町
民
体
育
館
跡
地
に
建
設
し
た

「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
オ
ー

プ
ン
に
伴
う
条
例
で
、
使
用
目
的
、

使
用
料
金
の
金
額
な
ど
を
定
め
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
職
員
給
与
条
例
、
防

災
会
議
条
例
、
ひ
と
り
親
医
療
費

助
成
金
支
給
条
例
な
ど
の
改
正
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
20
年
度
一
般
会
計
予
算
の
最
終

補
正
は
、
各
費
目
の
不
用
額
の
減

額
修
正
と
、
道
路
費
お
よ
び
土
地

区
画
整
理
費
の
増
額
（
約
8
千
万

円
）
が
主
な
内
容
で
、
余
剰
財
源

約
7
億
3
6
4
5
万
円
を
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
定
額
給
付
事
業
で
は
2
億

7
5
6
8
万
円
を
補
正
し
ま
し
た
。

 
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
供
用
開
始地域交流センターがオープン

清
水
新
居
公
民
館
に
て

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
清
水
新
居
区
）

　3月4日、ボランティアしみずは、公民館で「ふれあい
サロン」を開きました。
　ボランティアが知恵を出し合った献立、今月は「ふれあ
いランチ」で、高齢者もボランティアも楽しいひとときを
過ごしました。「来月も楽しみにしているよ」の声に喜び
を感じ、「ふれあいサロン」5年目を迎えます。

20年度補正予算

補正額　9億2,939万円 予算総額は92億6,925万円に

条
例
の
制
定
・
改
正



昭和町男女共同参画推進委員会は、
策定プラン「共に生き生き輝け昭和」

の実現を目指して、各分野でさまざまな企画
を展開している。目標年度は平成24年だが、
目標達成の壁は厚い。提案を含め4項目につ
いて町長に伺う。

①男女共同参画プランの推進状況の評価と見
直しは。
②審議会や委員会等における女性の登用は。
数値目標を立てたらどうか。
③平成14年、山梨県男女共同参画推進条例
が施行され、16の市町村が条例を設けている。
昭和町においても条例の制定を。
④相談窓口の設置は。

男性のための料理教室

保坂　明子 議員
ほ てる こさか

12やまなし昭和町議会 No.141
平成21年4月27日発行

今議会が初めてとなる「一問一答
方式」により10人の議員が幅広
く質問を展開しました。

男女共同参画社会の実現は行政だけ
でなく、全町民、民間団体、企業の

主体的な取り組みがあってこそ達成される。
①第5次総合計画全般にわたる、前期基本計画
の評価・見直しが、平成22年度となっている。
策定プランについても、併せて実施したい。
②女性の登用については、促進に努力してい
るが、承諾を得にくいのが実態。女性の意識
改革が必要な面もある。できるところから、
着実に取り組みたい。
③条例の制定については、本町の地域特性な
ど必要性を検証しながら、推進委員会等の意
見を伺い検討したい。
④企画財政課が推進委員と連携し、窓口的に
相談や苦情に対応している。ホームページや「ひ
とりの声」でも窓口を開いている。当面、現
体制で取り組んでいきたい。

保坂

町長
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田中　博愛 議員
た ひろ よしなか

2
0
0
7
年
4
月
、
Ｊ
Ｒ

東
海
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
2
0
2
5
年
開
業
を
発
表
し
た
。

ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
コ
ス
ト
面
で
南

ア
ル
プ
ス
貫
通
が
有
力
だ
。
中
間
駅

が
ど
の
地
点
に
な
る
か
が
焦
点
と
な

っ
た
。
す
で
に
郡
内
・
峡
東
・
峡
南

等
、
誘
致
運
動
を
進
め
、
混
戦
模
様

と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
町
は
、
3
市

1
町
で
構
成
し
て
い
る
リ
ニ
ア
中
央

エ
キ
ス
プ
レ
ス
甲
府
圏
域
建
設
促
進

協
議
会
に
参
画
し
、
停
車
駅
設
置
に

向
け
活
動
し
て
い
る
。
常
永
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
が
計
画
ど
お
り
進

め
ら
れ
、
県
内
最
大
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
の
イ
オ
ン
が
、
当
初
予
定

よ
り
1
年
遅
れ
る
が
、
23
年
度
に
は

完
成
す
る
。
甲
府
盆
地
の
中
核
的
未

来
都
市
へ
の
変
貌
で
あ
り
、
身
延
線

の
国
母
・
常
永
駅
を
有
し
、
利
便
性

か
ら
も
揺
る
ぎ
な
い
位
置
に
あ
る
。

本
町
へ
の
駅
誘
致
を
積
極
的
に
進
め

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

田
中

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
の
時

間
距
離
を
大
幅
に
短
縮
し
、
甲
府
圏
域
に
と
っ
て
も
、

産
業
・
経
済
・
文
化
等
の
飛
躍
的
発
展
を
も
た
ら
す
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
環
境
問
題
に
お
い
て
も
、
優
れ
た
大
型
高
速
輸
送
機
間
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
平
成
8
年
か
ら
山
梨
実
験
線
で
の
走
行
試

験
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
今
般
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
実
用
化
に
向
け
、

ル
ー
ト
選
定
や
掘
削
調
査
を
行
う
旨
の
発
表
を
し
た
。
リ
ニ
ア
鉄

道
事
業
は
、
超
伝
導
を
活
用
し
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
地
域
で
の
過
熱
し
た
運
動
は
、
必
ず
し
も
得
策
と
は
言

い
が
た
い
。
甲
府
圏
域
建
設
促
進
協
議
会
や
県
の
期
成
同
盟
会
の

一
員
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
身
延
線
沿
線
の
活
性
化
や
圏
域
の
展
望
を
見

据
え
、
広
域
的
視
点
で
推
進
活
動
に
取
り
組
む
。

町
長
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深澤　平助 議員
ふか へい すけさわ

①所得が低いため、介護サービスを控えざ
るを得ない人に対して、負担軽減の施策を。

②4月から、介護認定システムが改悪される。ケア
マネージャーなど、現場の専門家の判断が必要では
ないか。
③家族介護者への支援策を講ずるべきだ。
以上の3点と、介護費用の国庫負担割合の引き上げ
について、町長の考えを伺う。

深澤

①社会福祉法人の施設利用者の減免、食事・
居住費の減免である特定入所者介護サービス、

高額介護サービスがあり、105人が軽減措置を受けて
いる。町単独で要介護2以上の方へのクーポン券交付
を実施している。そのため保険料や利用料の負担軽減
を実施するとすべての皆さんの保険料に影響してくる
ため困難です。そこで現在の制度を有効に活用したい。
②調査員等による介護認定のバラツキをなくすための
改正と理解している。ケアマネージャーはサービスの
提供者であり、認定者としてはふさわしくない。
③家族介護教室、家族のつどい、地域包括センターの
相談業務等の充実を図る。国庫負担割合の引き上げの
要望は、町村会等で広域的に対応したい。

町長

本
町
で
は
国
保
の
滞
納
者
に
短
期

証
明
書
を
出
し
、
事
実
上
無
資
格

と
な
る
資
格
証
明
書
は
発
行
し
て
い
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て
も
、
同
様

の
扱
い
を
望
む
。

深
澤

広
域
連
合
が
保
険
者
と
な
っ
て
お
り
、

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

国
保
と
は
条
件
が
異
な
る
が
、
受
診
機
会
を

妨
げ
か
ね
な
い
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
な

い
よ
う
、
滞
納
者
と
接
触
の
機
会
を
確
保
し

相
談
に
の
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
対
応
に
心

掛
け
た
い
。

町
長
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三井　　猛 議員
たけしみ つ い

ウォーキングの一コマ

生涯学習課は、町の史跡めぐりを兼ねたウォーキングロードのコース
を設定し、ガイドブックを作成した。ガイド養成講座で実際に歩いた

コースは、ほとんど歩道がなく、休憩場所、トイレも少なかった。緑のあるポ
ケット公園設置は公約だ。今後の整備について伺う。

三井

コース設定は、集合・解散場所は駅や公園とし、途中に公共施設を入
れトイレには配慮した。毎年コースや内容を見直し、マップを改訂する。

歩道など安全性は一番に考慮する。ポケット公園については、今年度、第一段
階として山伏川沿線、鎌田川公園、沼公園に休憩用ベンチ4台を設置した。公有
地残地等を候補地として、ミニ公園整備が可能か検討する。

町長

平
成
23
年
度
か
ら
、
小
学
校
5
・

6
年
生
に
対
し
、
英
語
が
必
須
科

目
に
な
る
。
小
中
学
校
間
の
教
員
の
人
事
交

流
や
相
互
協
力
に
よ
る
連
携
を
実
現
し
、
中

学
で
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
生
徒
の
解
消

を
図
れ
な
い
か
。
小
中
一
環
教
育
に
対
す
る

構
想
を
、
教
育
長
に
伺
う
。

三
井

教
員
免
許
制
度
の
違
い
で
、
小

中
学
校
の
正
規
授
業
で
の
人
事

交
流
は
で
き
な
い
。
総
合
学
習
の
時
間
の
利

用
に
よ
り
可
能
だ
が
、
教
員
確
保
や
人
件
費

の
増
大
な
ど
問
題
が
多
い
。
解
決
策
と
し
て
、

構
造
改
革
特
区
で
小
中
一
環
教
育
の
導
入
が

試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
通
学
距
離
、
施
設
改

善
、
授
業
時
間
の
違
い
に
よ
る
人
事
交
流
の

調
整
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
本
町
で

は
時
期
尚
早
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
長
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河住　保茂 議員
かわ やす しげすみ

平成17年4月、個人情報保護に関する法律が施行された。しかし、
本来必要とされる、災害対策上の支援対象者リストなどの個人情報に

対し、過剰反応による弊害が見られる。個人情報の扱いについての基準は。

個人の権利保護と、各種サービスの活用のバランスが重要な判
断基準となる。災害時要支援者名簿などは、遵守義務の文書化・

徹底を前提に、自主防災組織等の情報共有が可能と認識している。個人
情報保護ハンドブックが各課に配備され、運用指針は明確になっている
が、過剰反応とならぬよう努めたい。

河住

町長

①
自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
民
生

委
員
・
地
域
団
体
等
で
構
成
さ
れ

る
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
設
置
を
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
事
務
の
見
直
し
や

会
館
の
建
設
な
ど
強
化
策
を
。

③
地
域
の
実
情
把
握
の
た
め
、
職
員
の
出
前

講
座
な
ど
を
実
施
で
き
な
い
か
。

河
住

①
平
成
9
年
度
、
支
部
社
協
を
立

ち
上
げ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

高
齢
者
等
へ
の
援
助
、
食
事
会
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
、
友
愛
訪
問
等
を
実
施
し
て
い
る
。

②
現
在
2
カ
年
計
画
で
、
社
協
の
事
務
作
業

を
見
直
し
て
い
る
。
福
祉
会
館
建
設
は
、
財

政
状
況
な
ど
総
合
的
に
検
討
す
る
。

③
職
員
の
出
前
講
座
は
す
で
に
実
施
し
て
い

る
が
、
私
も
積
極
的
に
出
向
く
よ
う
に
し
た
い
。

町
長



活躍する福祉車両
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樋口　敏夫 議員
ひ とし おぐち

県下の他自治体では商工会員が減
少する中、本町では増加している。

町内には2つの工業団地があり、撤退する
企業もあれば、進出してくる企業もある。
商工業者の相談窓口の環境経済課には、
100件以上の相談がある。商工専任職員の
配置が必要ではないか。

樋口

昭和町商工会は会員数が
600を超え、活発に活動さ

れている。利子補給制度等の支援
策が実を結んだものと喜んでいる。
　昨年、松下のコンプレッサー事
業部の撤退を教訓に、「昭和町企
業懇談会」を発会させた。工業団
地や商工業者と連携を密にするこ
とは、税収増、雇用の確保、町民
生活の向上につながる。4月から商
工業担当部署に1名増員する。

町長

町
に
は
車
椅
子
ご
と
乗

り
込
め
る
福
祉
車
両
が

1
台
し
か
な
い
た
め
、
週
末
や
祝

日
に
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
体
の
不
自
由
な
方
に
は
、
移
動

は
切
実
な
問
題
だ
。
福
祉
車
両
の

普
及
な
ど
、
改
善
策
に
つ
い
て
伺
う
。

樋
口

社
会
福
祉
協
議
会
が
貸

し
出
し
て
い
る
車
両
は
、

予
約
し
な
い
と
利
用
が
難
し
い
。

貸
出
事
業
の
要
綱
等
を
見
直
し
、

民
間
の
介
護
タ
ク
シ
ー
の
利
活
用

な
ど
支
援
策
も
検
討
し
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い
。

町
長



河田あけみ 議員
か わ だ

支部社協の活動（河東中島区の腹話術）

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
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厚労省は65歳以上の健康な高齢
者のボランティア活動をポイン

ト化し、自身の介護保険料等に充てる介
護サポーター制度を推進している。本町
の取り組みは。

河田 社協の会長は町長が兼任している。
民間人への移行が必要ではないか。

社協予算への補助率は。

河田

ボランティア活動をポイント化
する際の評価基準、保険料への

反映の方法など、大変難しく調査研究が
必要。

町長

社協は財源や体制面等、小さな
組織。行政の福祉機能全般で町

との連携が不可欠であり、当面は兼任する。
20年度の予算4,125万円の69％が町の補助金。

町長

工
業
団
地
等
の
企
業
収
益
が
町
の
財
政
を
大
き
く

左
右
す
る
。
今
後
は
国
か
ら
の
交
付
金
や
基
金
を

大
い
に
活
用
す
べ
き
だ
。
国
の
第
二
次
補
正
で
は
、
地
方
自

治
体
へ
の
支
援
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
緊
急
雇
用
創
出

事
業
交
付
金
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
、
安
心
子

ど
も
基
金
の
担
当
部
署
と
金
額
は
。
想
定
さ
れ
る
取
り
組

み
、
雇
用
創
出
事
業
は
。

河
田

緊
急
雇
用
創
出
事
業
交
付

金
は
7
9
9
万
円
、
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
は

1
9
4
3
万
円
で
環
境
経
済
課
が
担
当
。

緊
急
雇
用
は
土
木
・
建
築
は
除
外
さ

れ
る
な
ど
制
約
が
あ
り
難
し
い
。
ふ

る
さ
と
雇
用
は
、
現
在
、
商
工
会
か

ら
の
提
案
を
検
討
し
て
い
る
。
安
心

子
ど
も
基
金
は
、
現
状
で
は
該
当
す

る
事
業
が
な
い
。

町
長



塚原　將司 議員
つか まさ しはら

昭和町消防団
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昭
和
町
消
防
団
は
、

全
12
区
の
団
員

1
1
8
名
が
消
火
活
動
を
は

じ
め
、
火
災
予
防
、
水
害
予

防
、
防
犯
等
の
地
域
の
安
全

の
た
め
、
昼
夜
を
問
わ
ず
使

命
遂
行
、
任
務
に
当
た
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
敬
意

を
払
い
た
い
。

　
東
海
地
震
は
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。
広
域
消
防
だ
け

で
は
町
内
の
安
全
確
保
は
難

し
い
。
地
域
消
防
力
の
強
化

が
必
要
だ
が
、
最
近
は
消
防

団
員
の
確
保
、
新
入
団
員
の

獲
得
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
基
礎
訓
練
の
ほ
か
は
必
要

最
小
限
に
と
ど
め
、
出
動
回

数
を
極
力
抑
え
、
負
担
軽
減

を
図
り
、
入
団
し
や
す
い
条

件
を
整
え
た
ら
ど
う
か
。

　
ま
た
、
町
外
で
働
く
団
員

が
8
割
を
占
め
る
状
況
で
、

日
中
の
火
災
時
に
は
招
集
は

困
難
で
あ
り
、
初
期
消
火
が

肝
心
で
あ
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
や
主
婦
を

地
域
ご
と
に
支
援
要
員
と
し

て
組
織
化
し
て
は
ど
う
か
。

塚
原

平
成
18
年
に
消
防

団
員
確
保
の
方
策

を
、
消
防
団
や
消
防
委
員
会

と
検
討
し
た
。
消
防
団
の
必

要
性
を
地
域
に
周
知
し
、
事

業
所
を
対
象
に
消
防
団
協
力

事
業
主
と
し
て
、
無
料
支
援

広
告
等
の
取
り
組
み
を
行
い
、

団
員
確
保
を
図
っ
て
お
り
、

現
在
、
欠
員
は
生
じ
て
い
な

い
。
ご
提
案
の
消
防
団
の
訓

練
や
活
動
の
改
善
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
団
員
の
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
は
肝
要
に
思

う
。
今
後
、
消
防
団
と
協
議

し
、
団
員
が
活
動
し
や
す
い

体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

　
消
防
力
を
補
う
た
め
、
元

消
防
団
員
と
し
て
培
っ
た
豊

富
な
知
識
・
技
術
を
持
つ
Ｏ

Ｂ
や
、
日
中
在
宅
し
て
い
る

主
婦
を
対
象
と
し
た
婦
人
消

防
隊
な
ど
を
、
支
援
員
と
し

て
任
用
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
都
市
化
し
た
本
町
に

お
い
て
も
、
住
民
の
意
見
を

聞
き
、
検
討
し
た
い
。

町
長
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塩澤　　浩 議員
しお ひろしざわ

拡幅および安全対策が望まれる道路
（国母駅入口交差点）

町道2号線は、昭和56年に完成した国
母工業団地への通勤道路だが、地域の生

活道路として住民も利用する重要な道路だ。しか
し、多くの主要道路と交差し、一部道幅が狭く危
険個所もある。町道の側溝改良も併せ、早期の対
策を望む。

塩澤

今年も小学6年・中学3年生を対象に、全国学力・学習状況調査を行う。各学校
が学力や学習状況を把握し、教育指導や学習状況の改善に役立てることなどが

目的だが、調査結果を踏まえ、その対策と支援はどうか、教育長の考えを伺う。

塩澤

市川三郷線・国母駅入口交差点の北側は、
幅員も狭く渋滞も発生し危険個所である

が、拡幅には道路に接続する建物の撤去も生じ、
地権者の協力が大きな課題だ。今後、地権者の意
向や財政状況を見据え、対応していきたい。

町長

昨年の学力調査の結果、小中学校の相対的評価では、平均正答率が全国、山
梨県と同等、あるいはやや上回っており、基礎的な知識・技能面は一部課題

が認められるものの、おおむね良好だ。各学校においても詳しく分析し対策に取り組ん
でおり、何が学力に影響したか、学校だけでなく家庭、地域も含めた教育の成果が学力
に現れたと考える。教育委員会でも、きめ細かな教育推進のため、今後も引き続き教育
環境の総体的整備に努力していきたい。

教育長
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遠藤　辰男 議員
えん たつ おどう

日
本
の
一
次
産
業
で
あ
る
農
業
が
見
直

さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
「
緑
豊

か
な
田
園
都
市
・
昭
和
」
を
考
え
る
と
、
農
業
政

策
を
積
極
的
に
推
進
し
、
食
の
安
全
・
安
心
と
安

定
供
給
を
考
え
、
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
積
極
的

な
耕
作
と
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
。
そ

こ
で
、
農
家
の
切
な
る
希
望
は
稲
の
苗
サ
ポ
ー
ト

だ
が
、
町
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

遠
藤

農
業
委
員
は
農
業
、
農
業
者

の
利
益
代
表
機
関
で
、
昭
和

町
で
は
15
人
が
農
業
委
員
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
の
農
業
委
員
の
人
数
・
規
定

は
昭
和
41
年
の
ま
ま
で
あ
り
、
見
直
す

時
期
に
直
面
し
て
い
る
。
当
局
の
考
え

は
。 遠

藤

農
地
保
全
は
都
市
化
の
進
展
し
た
昭
和

町
に
と
っ
て
、
新
鮮
・
安
全
な
農
産
物

を
生
産
供
給
す
る
機
能
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
農
地
を
守
り
有
効
利
用
を
図
る

こ
と
は
町
の
重
要
な
施
策
だ
。
農
家
の
負
担
軽
減

支
援
の
充
実
も
必
要
だ
が
、
稲
の
苗
サ
ポ
ー
ト
の

予
算
計
上
は
見
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
財
政
状

況
を
見
な
が
ら
、
農
家
支
援
対
策
は
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
み
、
助
成
制
度
の
検
討
と
創
設
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

町
長

農
業
委
員
は
現
在
1
人
が
欠

員
だ
が
、
農
地
審
議
や
農
業

振
興
を
図
る
農
地
の
流
動
化
・
集
積
等

の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
16
年
の

法
律
改
正
で
、
選
挙
委
員
の
下
限
定
数

の
廃
止
と
、
地
域
の
実
情
で
必
要
数
を

判
断
し
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
改
正
さ
れ
た
。
次
回
改
選
は
23
年

だ
が
、
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
を
行
政

内
部
で
協
議
し
、
議
会
や
農
業
委
員
の

意
見
を
伺
い
、
総
合
的
に
検
討
し
、
方

向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

町
長
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　各小中学校では、児童会、生徒会が中心
となり、「世界の子どもにワクチンを届け
よう」を合言葉にペットボトルのキャップ
を集め始めました。役場窓口に回収箱があ
り、町民を挙げて収集に取り組んでいます。

　回収したキャップは3月中旬までに32万
3,320個以上になり、800個で1人分のポリ
オワクチンですから、404人の子どもにワ
クチンを届けることができました。
　引き続き、ご協力をお願いいたします。

（平成20年3月定例会）質問者：塩沢浩議員

（平成20年6月定例会）質問者：河田あけみ議員

　これまで公会堂新築に対する補助金は1/2補助
（上限1,300万円）、増改築は400万円、内外部補
修は150万円。
　これからは公会堂の新築、増改築・修理にか
かわらず3/4を補助、300世帯以下は3,000万円から、
701世帯以上は5,500万円まで。
　さらに、車イス使用者等が利用できる
トイレ等の整備をする場合加算額50万円。

町の人口は昭和50年以降2倍に、
世帯数は2.5倍以上と大幅に増え、

都市化や核家族化が進みました。
　住民交流・活動拠点の公会堂も手狭
になり、老朽化施設もあって建て替え
を望む声が多い。町の補助金の再検討
を望みます。

町長　公会堂は地域の自治活動
の拠点、地区住民のコミュニテ

ィーの場所、災害時の一時避難所や自
主防災の拠点として、なくてはならな
い施設であり、行政として積極的な支
援に努めていきます。

ワクチンさえあれば命の助かる子どもが世界で1日に
6,000人もいるそうです。ペットボトルのキャップを回収

し、ポリオワクチンの費用を捻出するために積極的に取り組ん
ではいかがでしょうか。

町長　この運動について調査研究し、具体的な取り組み
を検討します。

建
て
替
え
が
検
討
さ
れ
て
い
る

上
河
東
公
会
堂
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務
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員
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合
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常永土地区画整理視察

社会体育関係者との話し合い

産
業
土
木
常
任
委
員
会

（
視
察
研
修
等
）

　
1
月
20
日
、
常
永
土

地
区
画
整
理
事
業
の
工

事
進
捗
状
況
を
視
察
し

ま
し
た
。
平
成
20
年
度

の
区
画
整
理
事
業
の
工

事
発
注
金
額
は
18
億
3

千
万
円
で
す
。
昨
年
6

月
か
ら
18
工
区
の
工
事
と
、

2
箇
所
の
調
整
池
工
事

お
よ
び
下
水
道
課
に
よ
る
下
水
道

工
事
、
8
工
区
2
億
4
千
万
円
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
区
画
整
理
地

内
に
は
、
ス
ー
パ
ー
街
区
（
イ
オ

ン
予
定
地
）
に
約
2
万
8
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
店
舗
面
積
を
含
む
大

型
商
業
施
設
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

景
気
低
迷
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

大
型
店
の
建
築
工
事
は
平
成
22
年

度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
23
年
春
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　
1
月
28
日
、
社
会
体
育
関
係
団

体
の
18
人
の
皆
様
と
意
見
交
換
会

を
開
き
ま
し
た
。
関
係
者
か
ら
多

く
の
要
望
や
陳
情
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
す
べ
て
の
要
望
に
応
え
る

の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
行
政

当
局
に
住
民
の
声
を
し
っ
か
り
と

届
け
、
住
民
の
期
待
に
応
え
る
よ

う
な
議
会
に
な
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
2
月
17
日
、
3
月
定
例
議
会
で

予
算
審
議
を
す
る
た
め
の
事
前
勉

強
会
と
、
災
害
時
の
市
町
村
間
の

相
互
応
援
協
定
の
見
直
し
検
討
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
21
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、

本
町
を
取
り
巻
く
財
政
の
見
通
し
、

予
算
編
成
の
基
本
方
針
を
確
認
し
、

経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
り
企
業
か

ら
の
法
人
税
等
の
税
収
確
保
が
難

し
く
、
見
込
み
す
ら
立
ち
に
く
い

状
態
で
あ
る
た
め
、
暫
定
予
算
編

成
と
同
様
の
扱
い
と
し
、
新
規
事

業
や
物
品
の
購
入
な
ど
は
原
則
と

し
て
当
初
予
算
へ
の
計
上
を
見
送

る
考
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
で
は
防
災
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害

時
に
お
け
る
市
町
村
間
の
相
互
応

援
協
定
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会
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東
京
で
永
年
勤
め
て
き
た
仕
事
も
定
年
を
迎
え
、

退
職
と
同
時
に
妻
と
2
人
で
、
こ
の
昭
和
町
に
引

っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　
早
い
も
の
で
10
年
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
当
時
、

自
宅
か
ら
す
ぐ
近
く
の
ア
ル
プ
ス
通
り
は
、
工
事

中
で
一
部
工
事
が
中
断
し
て
お
り
、
雑
草
が
茂
り

犬
の
散
歩
コ
ー
ス
で
し
た
。

　
こ
の
と
き
目
に
留
ま
っ
た
の
は
遊
休
農
地
が
多

い
こ
と
で
、
何
と
か
有
効
利
用
で
き
な
い
も
の
か

と
考
え
、
最
初
は
多
少
の
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

周
囲
の
人
の
温
か
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

60
歳
の
手
習
い
で
、
農
業
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と

決
心
し
ま
し
た
。

　
ど
の
遊
休
農
地
を
見
て
も
共
通
す
る
こ
と
は
、

農
業
用
水
路
が
設
け
ら
れ
、
い
つ
で
も
豊
富
な
水

が
流
れ
、
農
業
に
は
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
こ
と

に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　
地
元
で
作
っ
た
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

体
内
で
は
筋
肉
や
血
液
と
な
り
、
我
々
の
命
を
支

え
て
く
れ
る
大
事
な
基
幹
産
業
で
あ
り
、
単
な
る

農
業
で
は
な
く
、
「
い
の
ち
の
産
業
」
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
町
も
都
市
化
が
進
む
中
、
ま
だ
自
然
が
多

く
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
農
業
の
活
性

化
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
今
朝
も
澄
ん
だ
空
に
真
っ
白
な
富
士
山
が
見
え
、

1
日
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
40
年
ほ
ど
前
、
昭
和
村
（
町
）
に
縁
あ
っ
て
、

私
た
ち
3
人
が
越
し
て
き
ま
し
た
。
不
安
げ
な
私

た
ち
に
、
当
時
の
組
長
さ
ん
を
は
じ
め
近
所
の
方
々

よ
り
い
た
だ
い
た
、
人
情
の
厚
さ
に
感
謝
し
た
こ

と
を
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
周
り
を
見
渡
す
と
、
田
畑
の
中
に
国
道
20
号
線
（
現

甲
府
バ
イ
パ
ス
）
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
機
に
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
、
中
央
道
が
開
通
し
、

行
政
の
方
々
の
ご
苦
労
が
あ
っ
て
、
徐
々
に
歳
を

重
ね
て
現
在
の
よ
う
に
発
展
し
た
昭
和
町
に
な
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
甲
府
盆
地
の
中
心
に
位
置
し
た
町
は
、
教
育
・

文
化
・
経
済
・
産
業
と
素
晴
ら
し
い
躍
進
を
続
け
、

若
い
方
々
の
子
育
て
支
援
か
ら
は
じ
ま
り
、
特
に

教
育
の
施
設
に
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
地
区
に
は
、
保
育
園
・
小
中

学
校
・
高
校
、
大
型
ス
ー
パ
ー
・
銀
行
・
商
店
・

病
院
等
が
近
く
に
あ
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
思

っ
て
い
ま
す
。

　
友
人
、
親
戚
か
ら
は
「
昭
和
町
は
す
ご
い
ね
」
と
、

羨
望
の
声
を
多
々
耳
に
し
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、

私
は
健
康
に
恵
ま
れ
る
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
、
孫

の
保
育
園
へ
の
送
迎
を
し
て
い
ま
す
。
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住
み
よ
い
昭
和
町

西
条
一
区

塚
原
　
澄
子
さん

つ
か

は
ら

す
み

こ

第
二
の
人
生
は

い
の
ち
の
産
業西

条
新
田

村
田
　
孝
次
さん

む
ら

た

こ
う

じ

　
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統

領
は
「
チ
ェ
ン
ジ
」
を
旗
印
に
、

選
挙
戦
を
戦
い
抜
き
ま
し
た
。

日
本
で
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

「
改
革
」
が
求
め
ら
れ
、
そ

の
波
は
地
方
議
会
に
ま
で
及

ん
で
い
ま
す
が
、
昭
和
町
議
会
で
も
議
会
広
報
誌
の

改
革
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
議
長
を
中
心
と
し
た
議

会
改
革
も
進
み
、
今
号
で
は
「
議
会
改
革
・
一
年
を

振
り
返
る
」
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

　
議
会
活
動
を
「
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
紙
面
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

皆
様
の
反
響
が
気
に
な
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
お

気
軽
に
ご
意
見
や
ご
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
河
田
あ
け
み
・
記
）

　
　
○
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
委
　

員
　

長
　
　
萩
原
　
　
馨

　
　
　
副
委
員
長
　
　
保
坂
　
明
子

　
　
　
委
　
　
員
　
　
河
田
あ
け
み
 
河
住
　
保
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
敏
美
 
塩
澤
　
　
浩


